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留学全体を振り返り、勉学・生活の両面について具体的にご記入ください。 

 

[1] 参加した語学コースの時間数／科目名（受講科目・複数可） 

・授業時間数： 語学堂 1日 4コマ／専門科目 1日 3 コマ 

・科 目 名：語学堂 4級、5 級、6級／グローバルサービス論、多様性時代の韓国言語文

化探求、外国人のための韓国の歴史と文化、映画で見る西洋史、中国語初級 

 

        

[2] 授業内容について教えてください。 

（クラス人数、国籍割合、担当の先生、授業方法、使用教材等） 

語学堂の場合は同レベルの韓国語能力を持った 15人程度のクラス編成、日本人が多い印象を抱

きました。主に教科書とノートを使っている生徒が多かったです。専門科目の場合は授業によ

り人数は変動しましたが、全て韓国語での授業だったため、大半が韓国人でした。たまに中国

人、日本人も少数ですがいました。授業は事前に学校のポータルサイトを通して資料が配られ

るため、ｉＰａｄかパソコンが主流でした。 
 

[3] 課外活動・研修旅行・余暇の過ごし方について教えてください。 

余暇は友達と遊ぶことが多かったです。中でも脱出ゲームによく行きました。韓国語に不安は

ありましたが思った以上に理解することができて楽しかったです。また夜遅くまでお酒を飲む

ことも多々あり、韓国ならではのお酒を飲むときのルールや流れを知れて楽しかったです。 

 

[4] 派遣先でよく使った施設について教えてください。（図書館、学生会館、スポーツ施設等） 

図書館をよく使いました。中はとても広く地下 4 階から地上 5 階までありました。また夜の 12

時まで開館しており、テスト前になると席が取れないこともありましたが、普段勉強する分に

はとても良かったです。また簡易ベッドなどもおいてあり、よく仮眠をとっている生徒も多く、

韓国らしさを感じました。 

 

[5] 宿舎（寮やホームステイ）での生活について教えてください。 

部屋：１部屋 ２ 人で使用 

  様子：二人部屋のため個人のスペースはベッド、机、タンスと少なかったですが、収納できる

場所は多かったです。浴槽とトイレの間に仕切りはなく、ルームメイトと二人で共有でした。

廊下などの共有スペースも綺麗です。門限はなかったですが、部屋の中で食べることは禁止、

見つかった場合は減点など、ルールが厳しい面はありました。 

 

 

時 間 月 火 水 木 金 土 日 

例）9 時～13 時 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Free 

9 時～11 時 〇 〇 〇 〇 〇 Free Free 

12 時～15 時 〇 〇 〇 〇 〇 Free Free 

16 時～18 時 Free 〇 〇 Free Free Free Free 
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[6] 留学中に楽しかったこと、苦労したことを教えてください。 

 楽しかったこと： 

東海大在学中 2年間コロナ時期だったので学校に行く機会が少なかったですが、漢陽大学で

学校に行き、友達と授業受け、ご飯を食べる、コロナ前の学校生活を送ることができ、それ

が一番楽しかったです。また自身の関心分野である韓国語学についても、専門的に学ぶこと

ができる環境であったため、より深く興味が湧き、勉強すること自体も楽しかったです。 

 

 苦労したこと： 

金銭管理が一番苦労しました。ソウルの物価も常に上がっている中、初めての一人暮らし、

海外暮らしだったため、どのようにお金を使うべきなのか分からず、親にとても迷惑をか

けてしまいました。また円安の影響もあり、日本の銀行から韓国の銀行にお金を送る際も

為替レートが悪い日が多かったので、環境的にも金銭管理が大変でした。 

 

[7] 留学の成果について教えてください 

1) 語学力の向上： 

元々東海大学でも韓国語の授業を受講しており、韓国語には難はないと思っていましたが、

実際韓国人に聞き取ってもらえないことも多々あり、また韓国語の言い回しや語学堂の他

の国の友達と話す際に難しさを感じました。また語学堂の先生は綺麗な発音で授業を行っ

ていたのもあり、専門授業を受講したときに韓国人教授の方言や、早口によって聞き取れ

ないこともあり、心配でしたが、だんだん授業に慣れていくうちに教授の言葉も聞き取れ

るようになりました。 

 

2) 専門知識の向上： 

韓国に行く前から韓国語学に興味があり、漢陽大学では「多様性時代の韓国言語文化探求」

という授業をとりました。韓国語の特徴をはじめとした、韓国語習得目的別学習方法、韓

国語を話す際に生まれる国別の発音や文法の誤りなどを学ぶことができ、とても面白かっ

たです。また韓国語学の本もいくつか買い、はじめは専門的知識についての本を外国人が

読めるのだろうかと心配が大きかったですが、読んでいくうちに専門用語にも慣れていき、

単語を調べながら読み進めなくても理解ができるようになってきました。 

 

3) 自己成長など 

夏休みあたりから一年前と自分は違うのだろうか、成長したのだろうかと疑問を持ってい

ましたが、日本に帰ってきた今から見ると、韓国語の実力も専門知識もはるかに伸びたよ

うに思えます。思った以上に成長できたと思います。また親元を離れて生活したことがな

かったので、日本にいた時は自ら率先して掃除したりすることができませんでしたが、韓

国での寮生活を通して、自分で掃除を積極的にできるようになったなど、生活力も上がり

ました。 

 

[8] 来年度に留学を希望する学生へのアドバイスをお願いします！ 

私が長期留学に応募した理由が、何か大きな挑戦をしてみたいと思ったからです。実際に行っ

てみて、初めてのことに戸惑うことも多かったですが、この留学では様々なことを経験し、た
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くさんのことを得られました。一年という長い間を他の国で過ごせるのは大学在学中のみです。

もちろん大変なことも多いですが、楽しいことはその倍あります。ぜひ勇気を出して世界に飛

び出てみてください。応援しています。 

 

[9] 留学に関する費用の総額について内訳を教えてください。 

項目※詳しく記入して下さい 金額（当時の日本円） 

渡航費（旅行会社に支払った経費） 4 万 

授業料以外の諸経費（教材費・課外活動・保険料等） 1 万 

私生活における諸経費（食費・交通費・洗濯費等） 4 万 

現地からの奨学金がある場合 なし 

お土産代や個人的な買い物 2 万～3 万 

その他（   ）  

留学に関する費用の総額 11 万～12 万 

 

 

 

[10]ホームページに掲載する留学中の写真を貼り付けてください。（複数枚可） 

※寮や授業、ホームステイ先など、なるべくご自身が映っている写真をお願いします！ 
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